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ま
で

計
二

五

回
行
わ

れ
て

い

る
。

以
下
、

事
例
研
究
と

し
て

修
養
団
第
二

二

回
沖
縄
遺
骨
収
集
に
つ

い

て

考
察
す
る

。

第
二

二

回
は
、

ひ

め

ゆ

り
部

隊
の

最
期
の

生

存
者
自
決
の

「

荒
垣

海
岸
」

を

中
心
と

す
る

収
集
で

あ
っ

た
。

ネ
ム

・

ハ

イ
ビ
ス

カ

ス
、

ガ

ジ
ュ

マ

ル
、

ハ

マ

ユ

ウ
、

ブ

ー

ゲ

ン

ビ

リ

ア

な
ど
、

本
州
で

は

冬
を
越
せ

な

い

草
木
が
、

現
地
で

は

年
間
を

通
じ

温
暖
な

た
め

低

木
に

育
っ

て

い

る
。

そ
の

よ

う
な

中
、

作
業
を

開
始
し

た
。

当
初、

小
さ
な
骨
が

見
つ

か

っ

た
。

子

供
の

足
の

骨
と

思
わ

れ

る
。

そ

う
し

て

し

ば

ら
く
し
た

時
の

こ

と
で

あ
る
。

頭
蓋
骨
の

脳
天
部
を

私
が

収
集
し

た
。

そ

し
て

高
橋
氏
（
茨
城
県
在
住）

が

珊
瑚
礁
の

岩
に

突
き
刺

さ
っ

て

い

る

顔
の

下
半
分
を
収
集
し

た
。

わ

れ
わ

れ
と

同
時
期、

別
途、

遺
骨

収
集
を

実
施
し
て

い

た
金

光
教

沖
縄
支

部
戦
没
者

遣
骨

収
集
団
の

人
々

と
、

国
立

沖
縄
戦
没
者
墓
苑
納
骨
堂
で

出
会
っ

た
。

金
光
教
沖
縄
支

部
は

昭
和
五

二

年
よ

り
沖
縄
遺
骨
収
集
を

実
施
し

て
い

る
。

国
立

戦
没
者

墓

苑
に

は

約
一

八

万
柱
の

遺
骨
が

安
置
さ

れ

慰
霊
さ
れ

て

い

る
。

こ

の

納

骨
堂
は
、

昭
和
五

四

年
に

建
て
ら
れ

た
も
の

で
、

赤
い

琉
球
瓦
で

葺
か

れ

た

参
拝
施
設
と

沖
縄
の

石
で

積
み

上

げ
ら

れ

た

納
骨
堂
か

ら

成
る

。

修
養

団
は

、

財
団
法
人
で

あ
っ

て
、

各
種
の

参
加
者
が

あ
る

。

糸
満
市
の

長
谷

寺
住
職
も
平
成
二

二

年
か

ら

毎
年
参
加
さ

れ

て

い

る
。

地
元
の

方
や

修
養

団
所
属
の

人

ば

か
り
で

な
く、

沖
縄
県
護
国
神
社、

広
島
県
護
国
神
社

、

大
分
県
護
国
神
社、

京
都
産
業
大
学

、

皇

學
館
大
学
な
ど

も
参
加
し
、

糸

満
の

大
城
藤

六

氏
の

指
導
で

遺
骨
収

集
を

行
っ

て

き
た
。

慰
霊

祭
斎
主

は
、

沖
縄
県
護
国
神
社
祢
宜
で

あ
っ

た
。

上

記
初
日
の

遺
骨
収
集
を

終
え

た
翌

朝
の

収
集
作
業
は
、

二

班
に

わ
か
れ

て

行
う
こ

と
と

な
っ

た
。

わ
れ

わ
れ

は
、

前
日

と

同
じ
海
岸
で

遺
骨
収
集
を

行
っ

て

い

た

が
、

第
二

班
は

大
城
氏
を

中
心
と

す
る

特
別
班
で

、

そ
こ

は

か

な

り
危
険
な
と
こ

ろ

で

あ

っ

た
。

潮
が
満
ち
て

く
る

と

戻
る

こ

と

が
で

き
な
く
な
る

と

い

う
喜
屋
武

海
岸
で

あ
っ

た
。

し

ば

ら

く
し
て

国
吉
勇
と

い

う
現
地
の

恐
ら
く
沖
縄
で

の

最
も
多
数
の

遺
骨
収
集
を

さ
れ

て

い

る

人
が

、

軽
四
輪
で

わ
れ
わ

れ
の

と
こ

ろ

へ

や
っ

て

き
て
、

そ

の

補
佐
に

私
が

指
名
さ
れ
た

。

そ
の

た

め
上

記
喜
屋
武
海
岸
に
私
も
向
か
っ

た
。

そ
こ

で

大
腿

骨
と
肋
骨
が
岩
場
で

見

つ

か

っ

た
。

丹
羽
氏
と

い

う
岐
阜
県
在
住
の

人
物
が

、

バ

ー

ル

で

岩
を
持

ち
上

げ、

問
か

ら
私
は

砂
を

除
去
し、

遺

骨
収
集
を
行
っ

た
。

以
上
、

修

養
団
沖
縄
遺
骨
収
集
を
事
例
研
究
と

す
る

戦

没
者

慰
霊
に

関
す
る
一

考
察

で

あ
る

。

シ
ュ

ヴ
ァ

イ
ツ

ァ

ー

に

お

け

る

生
命
観
の

諸

問
題

　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　

　
　
　
　

岩
井
謙
太
郎

　
本
発

表
に

お
い

て

は
、

ま

ず、

遺
稿
『

世

界
宗
教
に

お
け
る
文
化
と
倫

理
』

で

シ

ュ

ヴ
ァ

イ

ツ

ァ

ー

が

検
討
す
る

、

世
界
の

諸

宗
教
に
お
け
る

世

界
観
の

重
要
な
要
素
が、

一

元
論
的
思

惟
（
イ
ン

ド
的
思
惟
と

中
国
的
思

惟
の

理
念
的
類
型）

と
二

元
論
的
思
惟
（
キ
リ

ス

ト
教
の

理
念
的
類
型）

に
よ

っ

て

構
成
さ
れ

て

い

る

こ

と

を
検
討
し、

そ
の

特
性
を
考
察
す
る

。

次
い

で
、

彼
が
、

単
に

諸
宗
教
の

理
念
的
類
型
（

＝
兀

論
的
思
惟
と
二

元

論
的
思

惟）

だ

け
で

な
く

、

歴
史
的
現

象
と
し

て

の

諸
宗
教
の

錯
綜
し
た

状
況
（

一

元
論
的
思
惟
に

お

け
る

二

元
論
的

要
素、

二

元
論
的
思
惟
に

お

け
る
一

元

論
的
要

素）

を

も
検
討
し

て

い

る

こ

と
を

考

察
し

、

そ
こ

か

ら、

一

元
論
的
思
惟
と
二

元

論
的
思
惟
を
相
互

媒
介
す
る

共
通
の

視
座
と

し
て

「

生
へ

の

畏
敬」

の

世

界
観
（

彼
独
自
の

生

命
観）

を

構
想
し
て

い

る
こ

と

を
論
じ

る
。

　
一

元

論
的
思

惟
と

二

元

論
的
思

惟
（
理

念
的

類
型
）

の

特
性
（

関
係

354（1076）
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性
）

に

つ

い

て
、

要
約

的
に

以

下
に

述
べ

る
。

シ
ュ

ヴ
ァ

イ
ツ

ァ

ー

は
、

一

元
論
的
思

惟
が

、

人

間
が

宇
宙
と

相
互

依
存
関
係
に
存
す
る

こ

と

（

人

間
と
世

界
と
の

質
的
同
一

性
）

を

重
視
し
た

点
を
評
価
す
る

。

た
だ
し

、

一

元
論
的
思

惟
が、

人

間
を

単
に

自
然
の
一

部
と
し

て

の

み

見
な

す
点
に

彼
の

批

判
点
が

存
す
る

。

と
い

う
の

も、

一

元
論
的
思

惟
は

、

人

間
の

責

任

性
等
の

問
題
を

等
閑
視
し

て

し
ま
う
か

ら

で

あ
る

。

そ
れ
に

対
し
て
、

彼
は

、

二

元
論
的
思

惟
が
、

人

間
と

世
界
と

の

質
的
差
異
性
を

前
提
に
、

世

界
を

人
間
に

よ
っ

て

倫
理
的
に

変
革
す
べ

き
対
象
と

見
る

点
を

評
価
す

る
。

つ

ま
り

、

人

間
が

現
実
を

変
革
し
う
る

倫
理

的
視
点
を

確
保
し、

人

類
に
一

般
的
福
利
を
も
た
ら

す
と

い

う
点
に

お
い

て
、

彼
は
二

元
論
的
思

惟
を

評
価
す
る

。

た
だ
し
、

人

類
の

福
利
の

み
を
追
求

す
る

二

元
論
的
思

准
か

ら

は
、

宇
宙
に

対
し
て

配
慮
の

な
い

倫
理
に

な

ら
ざ
る

を
え

な
い

点

を

彼
は

批
判
す
る

。

こ

の

よ

う
に
彼
は
世
界
観
の

構
成

要
素
（

理
念
的
類

型
）

と

し
て
一

元
論
的
思
惟
と
二

元
論
的
思
惟
の

特
性
を

検
討
し
て
い

る

が
、

歴

史
的
現
象
と
し
て

の

宗
教
に
お
い

て

は
、

一

元
論
的

思
惟
と
二

元

論
的
思

惟
の

両
要
素
が

含
ま
れ

て
い

る
こ

と

を
彼
は

指
摘
す
る

。

す
な
わ

ち
、

一

方
に

お
い

て
、

キ

リ
ス

ト
教
を、

理
念
的
類
型

的
に

は

二

元
論
的

思

惟
に

位
置
づ

け
る

が
、

歴
史
的
現
象
と

し
て

の

キ

リ

ス

ト

教
に

は、
　一

元
論
的
思
惟
の

要
素
も

存
し、

そ
し
て、

他
方
に

お

い

て
、

イ
ン

ド
的
思

惟、

中
国
的
思
惟
を

、

理
念
的
類
型
と
し
て

、

各
々
一

元
論
的
思
惟
に
位

置
づ

け
る

が
、

歴
史
的
現
象
と

し
て

の

イ
ン

ド
的
思
惟、

中
国
的
思

惟
に

は
、

二

元
論
的
思
惟
の

要
素
が

含
ま
れ
て

い

る
と

さ
れ
る

。

そ
し
て

、

上

述
の

点
を
ふ

ま
え、

シ
ュ

ヴ
ァ

イ
ツ

ァ

ー
は

、

人
間
と

世
界
と

の

質
的
差

異
性
（

二

元
論
的
思
惟
）

と
、

人
間
と
世

界
と
の

質
的
同
］

性

2
元

論

的
思
惟）

の

両
者
を

同
時
に

満
た

す
よ

う
な
倫
理
を

構
想
す
る

。

す
な
わ

ち
、

彼
は
、

人
間
の

被
造

物
に

対
す
る

倫
理

的
態
度
を

問
題
に

す
る

点
に

お
い

て

二

元

論
的
思
惟
契
機
（
倫
理

的
要

素
）

を

有
し

、

そ
れ
と

同

時

に
、

倫
理
的
対
象
を
人

間
以

外
の

被
造

物
（
宇
宙）

に

ま
で

拡

張
す
る

点

で
、

一

元
論
的
思

惟
契
機
（

宇
宙
的
要
素
）

を

保
持
す
る

倫
理
を

構
想
す

る

の

で

あ
る

。

そ
し
て

、

こ

の

シ
ュ

ヴ

ァ

イ
ツ

ァ

ー

の

倫
理
の

構
想
は

、

＝
兀

論
的
思

惟
と
二

元
論
的
思
惟
を

相
互

媒
介
す
る

「

生
へ

の

畏
敬
」

の

倫

理
へ

と
展
開
さ
れ
る

の

で

あ
る

。

　
以

上
か

ら
、

次
の

こ

と
が

帰
結
す
る

。

す
な
わ

ち
、

シ
ュ

ヴ
ァ

イ

ツ

ァ

ー

は

諸

宗
教
の

理
念
的
類
型
（
一

元
論
的
思

惟
と
二

元
論
的
思

惟
）

だ

け

で

な
く、

歴

史
的
現
象
と

し
て

の

諸
宗
教
の

錯
綜
し
た

状
況
（

一

元
論
的

思

惟
に

お

け
る

二

元
論
的
要
素、

二

元
論
的
思
惟
に

お

け
る
一

元
論
的
要

素）

を

も
考
察
し
て
、

一

元
論
的
思
惟
と

二

元
論
的
思
惟
を

相
互
媒
介
す

る

共
通
の

視
座
と
し

て

「

生
へ

の

畏
敬
」

の

倫
理
1

「

生
へ

の

畏
敬
」

の

世
界
観
1
を

構
想
し
た
と

解
釈
す
る

こ

と

が
で

き
る

。

換
言

す
る

な
ら

ば
、

彼
は
、

キ

リ
ス

ト

教
に

立
脚
し
つ

つ

も、

キ

リ
ス

ト
教、

イ
ン

ド
的

思
惟、

中
国
的
思
惟
（

諸
宗
教）

を
相
互
に

補
完
す
る

形
で

「

生
へ

の

畏

敬
」

の

倫
理
を

構
想
し
た

と
解

釈
し
う
る
の

で

あ
る

。

こ

の

よ

う
な
諸
宗

教
の

相
補
性
か

ら、

彼
が
論
じ
る

「

生

へ

の

畏
敬
」

の

倫
理
は

、

平
和
問

題、

環
境
問
題
等、

現
代
の

倫
理
的
問
題
を
め
ぐ
る

宗
教
間

対
話
の

た
め

の

共
通
の

視
座
を
与
え
る
可
能

性
を
有
す
る

と
思
わ

れ
る

。

人
工

妊
娠
中
絶
を
め

ぐ
る

神
学

的
議
論
に

つ

い

て
の
一

考

察

　
　
　

　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　

朝
香
　
知
己

　
人
工

妊
娠
中
絶
は
、

人

間
の

歴

史
に

お
い

て

絶
え

ず
行
な
わ
れ

て

き
た

も
の

で

あ
り、

ま
た
時
の

権
威
に

よ
っ

て

実
際
に
林

示

止

／
許
可
さ

れ

て

き
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